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棚底地区振興会

女
性
避
難
者
に
配
慮

し
た
避
難
従
事
者
の

ス
タ
ッ
フ
揃
う
！

先
月
号
で
は
、
避
難
場
所
開
設
の

運
営
に
つ
い
て
天
草
市
と
棚
底
地
区

振
興
会
が
来
年
３
月
３
１
日
ま
で
委

託
契
約
を
締
結
し
た
こ
と
を
お
知
ら

せ
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

今
回
は
、
梅
雨
入
り
が
間
近
か
に

迫
っ
た
中
、
各
地
区
区
長
さ
ん
ら
の
ご

尽
力
で
、
避
難
場
所
従
事
者
の
ス
タ
ッ

フ
が
揃
い
ま
し
た
の
で
、
周
知
し
ま
す
。

振
興
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
２
年
間
、

避
難
場
所
を
運
営
し
て
き
ま
し
た
が
、

女
性
避
難
者
に
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
た

時
、
男
性
だ
け
で
は
対
応
が
難
し
い
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。
そ
の
改
善
策
と

し
て
女
性
の
避
難
場
所
従
事
者
を
増

や
し
、
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
避
難
で
き

る
よ
う
に
体
制
を
整
え
ま
し
た
。

地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

６
月
２
日(

日
）
棚
底
地
区
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
「
防

災
に
関
す
る
講
演
会
」
で
倉
岳
町
地
域

婦
人
会
が
炊
き
出
し
訓
練
を
行
い
ま

し
た
。
婦
人
会
員
３
３
人
が
参
加
。

炊
き
出
し
メ
ニ
ュ
ー
の
「
ご
は
ん
」

「
肉
じ
ゃ
が
」
「
プ
リ
ン
」
の
３
班
に
分

か
れ
て
、
日
頃
家
庭
に
あ
る
ビ
ニ
ー
ル

袋(

湯
せ
ん
で
き
る
も
の
）
を
使
っ
た

パ
ッ
ク
ク
ッ
キ
ン
グ
を
８
０
食
分
作

り
ま
し
た
。
食
材
の
切
り
込
み
、
計
測
、

パ
ッ
ク
詰
め
、
沸
騰
し
た
お
湯
に
入
れ

て
必
要
時
間
を
計
る
な
ど
、
役
割
分
担

が
き
ち
ん
と
で
き
て
、
調
理
す
る
手
際

の
良
さ
に
は
感
心
し
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
会
員
の
や
る
気
と
、
事
前

学
習
し
た
リ
ー
ダ
ー
が
班
を
き
ち
ん

と
ま
と
め
て
い
た
か
ら
だ
と
思
い
ま

す
。
作
っ
た
料
理
は
、
参
加
者
に
お
持

ち
帰
り
頂
き
ま
し
た
が
、
「
簡
単
に
で

き
て
美
味
し
か
っ
た
」
と
好
評
で
し
た
。

今
回
、
炊
き
出
し
訓
練
で
留
意
し
た

こ
と
は
、
①
水
を
大
切
に
使
う
②
食
材

を
無
駄
に
し
な
い
③
衛
生
管
理
を
き

ち
ん
と
す
る(

手
洗
い
、
マ
ス
ク
、
手
袋
、

「
炊
き
出
し
訓
練
を
実
施
し
て
」

倉
岳
町
地
域
婦
人
会

会
長

木
崎
眞
美
子

キ
ャ
ッ
プ
着
用
の
徹
底
）
④
き
ち
ん
と

熱
を
通
す
な
ど
食
中
毒
の
予
防
に
努

め
る
⑤
笑
顔
で
対
応
、
で
す
。

こ
の
こ
と
を
モ
ッ
ト
ー
に
し
て
、
日

赤
の
奉
仕
団
体
と
し
て
地
域
に
根
付

い
た
活
動
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
今

後
と
も
皆
様
の
ご
支
援
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

地　区 氏　　　名

代表者 小 林　康 郎　様

１区 金 子　直 喜　様

２区 木 崎 眞美子　様

２区 山 本 喜美子　様

３区 村 津　俊 信　様

４区 森 枝 加代美　様

４区 吉 田　貫 志　様

５区 浦 本　純 一　様

避難場所運営関係者名簿

※(

お
詫
び
）
原
稿
の
一
部
は
、
熊
本
県
を

含
む
九
州
北
部
地
方
の
梅
雨
入
り
前
に

書
い
た
も
の
で
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

【メニューごとに食材を準備する婦人会員ら＝調理室】

避
難
場
所
運
営
関
係
者
の
説
明
会
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今月の石垣散策トイレ掃除当番

地域づくり部会 毎週 火、土曜日

倉岳小学校 毎週 木曜日

７月 ７日（日）棚底城跡等草刈作業

７月１２日（金）防犯パトロール

７月２１日（日）公民館倉岳学講座

７月２８日（日）世代間交流事業

（予定のため変更になる場合あり）

振興会部会員必見！

倉岳町内では、「環境保全についての理
解と関心を深めること」を目的に「環境月
間」の６月２日（日）に「一日一汗運動」を
実施した。

当日は、早朝から地区民総出で空き缶
やペットボトルなどのゴミ拾いや草払い、
花壇の整備など地域の実情に合わせて
取り組んだ。お陰様で地区全体がすっか
りきれいになった。

なお、集まった大量のゴミは、分別して
倉岳支所に搬入された。

一日一汗運動！

先
月
２
８
日
に
宮
崎
県
え
び
の
市

で
１
時
間
５
０
ミ
リ
超
の
激
し
い
雨

を
観
測
。
線
状
降
水
帯
に
よ
る
大
雨
の

半
日
程
度
前
か
ら
の
呼
び
か
け
に
つ

い
て
、
対
象
地
域
が
こ
れ
ま
で
の
地
方

単
位
か
ら
府
県
単
位
に
前
倒
し
で
運

用
さ
れ
た
こ
と
は
、
周
知
の
通
り
で
す
。

九
州
北
部(

熊
本
県
内
を
含
む
）
の
梅

雨
入
り
は
、
平
年
の
４
日
を
過
ぎ
て
も

ま
だ
だ
が
、
天
草
市
で
は
６
月
９
日

(

日
）
に
集
中
豪
雨
や
台
風
な
ど
に
よ
る

大
規
模
災
害
に
備
え
た
一
斉
避
難
訓

練
を
実
施
し
た
。
倉
岳
町
は
、
「
大
雨
に

よ
る
土
砂
災
害
」
を
想
定
し
た
訓
練
で
、

午
前
９
時
の
サ
イ
レ
ン
吹
鳴
を
合
図

に
各
地
区
で
定
め
た
避
難
場
所(

自
治

公
民
館
等
）
へ
避
難
し
た
。

併
せ
て
、
今
回
は
天
草
消
防
倉
岳
分

署
の
依
頼
に
よ
り
、
住
所
や
世
帯
主
の

氏
名
・
電
話
番
号
、
住
宅
の
場
所
な
ど

の
情
報
収
集
訓
練
も
実
施
さ
れ
た
。

土砂災害を想定した「町内一
斉避難訓練」を実施！

今年も小川水産様から、まちづ
くり協議会に「地域振興のために
役立てて下さい」と多額の寄付金
を頂きました。

その贈呈式が、６月１１日(火）倉
岳支所で行われ、小川社長、稲津
会長、富山支所長らが出席。稲津
会長が「まちづくりのために有効
に活用させていただきます」とお
礼の言葉を述べられました。

棚底城通信第９７号

(仮称）史跡棚底城跡ガイダンス施設と

倉岳支所の建設予定地で、建物の基礎

構造などの設計に必要な地質調査を実施

します。ボーリング調査を７月から８月に

かけて予定地内の２ヶ所で行い、地盤の

状況等を確認します。

受注されたのは、(株）ホープ建設コンサ

ルタントです。足場を組んでの調査となり

ますが、これに伴う通行止め規制はありま

せん。作業中は機械の音が気になるかも

しれませんが、ご理解をよろしくお願いし

ます。

（天草市文化課 宮崎）

～ガイダンス施設予定地
の地質調査を行います～

【機械が入るだけの穴を掘り進め、
完了後は埋め戻します】

支所に集められたゴミ

贈呈式=小川社長（右）

車イスでの実践的な避難訓練＝要支援者

トラックで運び込まれた草や木枝＝棚底５区


